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近
年
、
夏
季
に
猛
暑
と
な
る
大
阪
地
域
で
は
、
皆

さ
ん
の
職
場
で
も
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造
・
運

搬
に
関
す
る
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
（
図
１
）。
そ
ん
な
暑
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

に
お
け
る
対
策
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
の
が
〈
暑

中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
に
お
け
る
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
以
下
、初
版
マ
ニ
ュ
ア
ル
）〉
だ
。
産
学
多
く
の
人
々

が
関
わ
り
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
デ
ー
タ
を
元
に

つ
く
ら
れ
て
い
る
。

　
初
版
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
荷
卸
し
時
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
温
度
が
、
35
℃
以
上
に
な
る
場
合
に
取
る
べ
き
対

策
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
２
０
０
９
年
に
、
夏
場
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
の
過
酷
な
環
境
を
危
惧
し
た
、

日
本
建
築
学
会
近
畿
支
部
材
料
・
施
工
部
会
と
、
大

阪
広
域
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
が
、〈
暑
中
コ

ン
ク
リ
ー
ト
対
策
検
討
委
員
会
（
以
降
、同
委
員
会
）〉

を
設
置
、
実
機
実
験
を
繰
り
返
し
て
、
２
０
１
３
年

に
発
行
し
た
も
の
だ
。

　
し
か
し
年
々
進
む
地
球
温
暖
化
に
対
し
、
継
続
し

て
研
究
を
進
め
て
い
た
同
委
員
会
で
は
、
２
０
１
８

年
に
暑
中
期
を
ベ
ー
ス
に
極
暑
期
を
前
提
と
し
た
改

訂
版
〈
暑
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
に
お
け
る
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
２
０
１
８
（
以
降
、改
定
版
マ
ニ
ュ
ア
ル
）〉

を
発
行
し
た
。
こ
れ
は
、
荷
卸
し
時
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
温
度
が
35
℃
を
超
え
て
38
℃
に
達
し
て
も
、
適
切

な
対
応
を
講
じ
れ
ば
、
35
℃
以
下
の
場
合
と
同
じ
品

質
を
確
保
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
の
情
報
を
関
係
者
が
共
有
し
、
活
用
で
き
る
よ

う
、
２
０
１
９
年
３
月
７
日
、
大
阪
科
学
技
術
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
﹃〈
暑
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
に
お

け
る
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
２
０
１
８
〉
改
定
報
告
会
﹄

を
開
催
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
そ
の
レ
ポ
ー
ト
と
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
製
造
・
運
搬
を
担
う
皆
さ
ん
に
注
意
し
て

い
た
だ
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
簡
単
に
ま
と
め
る
。
暑

中
期
に
お
い
て
も
、
常
に
安
定
し
た
品
質
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
業
界
人
の
一
人
と
し

て
、
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
お
い
て
ほ
し
い
。

　
改
定
版
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
大
阪
広
域
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
協
同
組
合
を
は
じ
め
、
大
阪
兵
庫
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
業
組
合
、
和
歌
山
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

業
組
合
、
奈
良
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合
な
ど

の
多
く
の
工
場
で
実
機
実
験
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果

を
ベ
ー
ス
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

暑
い
大
阪
に
、
35
℃
超
え
で
も

適
応
で
き
る
対
策
を

建築、土木、生コン関係者 280 名が参加した『〈暑中コンクリート工事における対策マニュアル 2018〉改定報告会』。

　
報
告
会
は
、
日
本
建
築
学
会
近
畿
支
部	

支
部
長
で

神
戸
大
学
名
誉
教
授
の
三
輪
康
一
氏
に
よ
る
挨
拶
、

（
株
）
竹
中
工
務
店	

大
阪
本
店	

技
術
部
の
岩
清
水
隆

氏
に
よ
る
主
旨
説
明
に
続
き
兵
庫
県
、
大
阪
府
、
奈

良
県
、
和
歌
山
県
の
生
コ
ン
技
術
者
に
よ
る
〈
暑
中

期
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
関
す
る
各
地
区
で
の
実
験
結

果
〉
や
、〈
近
畿
２
府
４
県
に
お
け
る
荷
卸
し
時
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
温
度
等
の
実
態
調
査
〉
を
解
説
。
そ

の
後
は
〈
暑
中
期
に
施
工
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

各
規
・
基
準
〉、〈
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
適
用
条
件
〉、〈
事

前
協
議
（
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
）〉、〈
製
造
者
の
暑
中

対
策
〉〈
施
工
者
の
暑
中
対
策
〉
な
ど
、
中
２
回
の

休
憩
を
は
さ
ん
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
各
章
や
付
録
を
補

足
解
説
し
た
。
そ
の

後
は
、
今
後
現
場
で

重
要
と
な
る
〈
運
用
・

ま
と
め
〉
を
、（
株
）

淺
沼
組	

日
本
建
築
学

会
近
畿
支
部	

材
料
・

施
工
部
会
主
査
の
山

﨑
順
二
氏
が
、
ま
た

報
告
会
全
体
を
見
渡

し
て
の
〈
講
評
〉
を

大
阪
大
学
名
誉
教
授

の
大
野
義
照
氏
が
行

な
い
、
長
時
間
に
及

ぶ
報
告
会
を
終
え
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
改
定
に
合
わ
せ

改
定
報
告
会
を
開
催

挨拶を行う日本建築学会近畿支部 支部長（神戸大学名誉教授）の三輪
康一氏（写真右）と、〈運用・まとめ〉を行う（株）淺沼組 技術研究所 
材料研究グループリーダーで同支部材料・施工部会主査の山﨑順二氏（写
真左）。

図 1. 暑中期における荷卸し時のコンクリート温度
測定結果（普通ポルトランドセメント）

2018 年近畿 2 府 4 県で調べた荷卸し時のコンクリート温度の実
態。全データの 15％が 35℃超。

≪プログラム≫（敬称略）
主催／日本建築学会近畿支部材料・施工部会
後援／日本コンクリート工学会近畿支部、土木学会関西支部、
大阪兵庫生コンクリート工業組合ほか
司会 : 栗延 正成 （阪南産業㈱）  

挨拶／日本建築学会近畿支部 支部長 三輪 康一
　　　（神戸大学名誉教授）
1）主旨説明 岩清水 隆
　　（㈱竹中工務店 大阪本店技術部）
2）暑中期のコンクリートに関する
　  各地区での実験結果（付録 3） 船尾 孝好
 新宅 和也
 中村　 嘉
 上田 　清
3）近畿 2 府 4 県における
　  荷卸し時のコンクリート温度等の
　  実態調査（付録 4） 大前 祐樹

― 休憩（15 分）―
4）暑中期に施工される
　  コンクリートの各規・基準（2 章） 林　 典男
5）本マニュアルの適用条件（1 章・3 章） 岩清水 隆
6）事前協議（ブリーフィング）（4 章） 山田　 藍

― 休憩（15 分）―
7）製造者の暑中対策（5 章） 岡田　 裕
8）施工者の暑中対策（6 章）  柏木 隆男
9）運用・まとめ  山﨑 順二
10）講評 大野 義照

『暑中コンクリート工事
における対策マニュアル2018
改定報告会』 主催／日本建築学会近畿支部 材料・施工部会

後援／大阪兵庫生コンクリート工業組合 ほか 暑
中
期
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
・

運
搬
に
要
注
意
。
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ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合
な
ど

の
多
く
の
工
場
で
実
機
実
験
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果

を
ベ
ー
ス
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

暑
い
大
阪
に
、
35
℃
超
え
で
も

適
応
で
き
る
対
策
を

建築、土木、生コン関係者 280 名が参加した『〈暑中コンクリート工事における対策マニュアル 2018〉改定報告会』。

　
報
告
会
は
、
日
本
建
築
学
会
近
畿
支
部	

支
部
長
で

神
戸
大
学
名
誉
教
授
の
三
輪
康
一
氏
に
よ
る
挨
拶
、

（
株
）
竹
中
工
務
店	

大
阪
本
店	

技
術
部
の
岩
清
水
隆

氏
に
よ
る
主
旨
説
明
に
続
き
兵
庫
県
、
大
阪
府
、
奈

良
県
、
和
歌
山
県
の
生
コ
ン
技
術
者
に
よ
る
〈
暑
中

期
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
関
す
る
各
地
区
で
の
実
験
結

果
〉
や
、〈
近
畿
２
府
４
県
に
お
け
る
荷
卸
し
時
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
温
度
等
の
実
態
調
査
〉
を
解
説
。
そ

の
後
は
〈
暑
中
期
に
施
工
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

各
規
・
基
準
〉、〈
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
適
用
条
件
〉、〈
事

前
協
議
（
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
）〉、〈
製
造
者
の
暑
中

対
策
〉〈
施
工
者
の
暑
中
対
策
〉
な
ど
、
中
２
回
の

休
憩
を
は
さ
ん
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
各
章
や
付
録
を
補

足
解
説
し
た
。
そ
の

後
は
、
今
後
現
場
で

重
要
と
な
る
〈
運
用
・

ま
と
め
〉
を
、（
株
）

淺
沼
組	

日
本
建
築
学

会
近
畿
支
部	

材
料
・

施
工
部
会
主
査
の
山

﨑
順
二
氏
が
、
ま
た

報
告
会
全
体
を
見
渡

し
て
の
〈
講
評
〉
を

大
阪
大
学
名
誉
教
授

の
大
野
義
照
氏
が
行

な
い
、
長
時
間
に
及

ぶ
報
告
会
を
終
え
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
改
定
に
合
わ
せ

改
定
報
告
会
を
開
催

挨拶を行う日本建築学会近畿支部 支部長（神戸大学名誉教授）の三輪
康一氏（写真右）と、〈運用・まとめ〉を行う（株）淺沼組 技術研究所 
材料研究グループリーダーで同支部材料・施工部会主査の山﨑順二氏（写
真左）。

図 1. 暑中期における荷卸し時のコンクリート温度
測定結果（普通ポルトランドセメント）

2018 年近畿 2 府 4 県で調べた荷卸し時のコンクリート温度の実
態。全データの 15％が 35℃超。

≪プログラム≫（敬称略）
主催／日本建築学会近畿支部材料・施工部会
後援／日本コンクリート工学会近畿支部、土木学会関西支部、
大阪兵庫生コンクリート工業組合ほか
司会 : 栗延 正成 （阪南産業㈱）  

挨拶／日本建築学会近畿支部 支部長 三輪 康一
　　　（神戸大学名誉教授）
1）主旨説明 岩清水 隆
　　（㈱竹中工務店 大阪本店技術部）
2）暑中期のコンクリートに関する
　  各地区での実験結果（付録 3） 船尾 孝好
 新宅 和也
 中村　 嘉
 上田 　清
3）近畿 2 府 4 県における
　  荷卸し時のコンクリート温度等の
　  実態調査（付録 4） 大前 祐樹

― 休憩（15 分）―
4）暑中期に施工される
　  コンクリートの各規・基準（2 章） 林　 典男
5）本マニュアルの適用条件（1 章・3 章） 岩清水 隆
6）事前協議（ブリーフィング）（4 章） 山田　 藍

― 休憩（15 分）―
7）製造者の暑中対策（5 章） 岡田　 裕
8）施工者の暑中対策（6 章）  柏木 隆男
9）運用・まとめ  山﨑 順二
10）講評 大野 義照

『暑中コンクリート工事
における対策マニュアル2018
改定報告会』 主催／日本建築学会近畿支部 材料・施工部会

後援／大阪兵庫生コンクリート工業組合 ほか 暑
中
期
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
・

運
搬
に
要
注
意
。

250

コンクリート温度（℃）

度 

数

200

150
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50

0
4024 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39

35℃超
データ数
平均値
最低値
最高値

35℃超の数
35℃超の割合

1322
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40℃
201
15.2％
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改
定
版
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
膨
大
な
情
報
が
詰

ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
皆
さ
ん
が
お
仕
事
を
す

る
際
に
意
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
部
分
を
か
い
つ
ま

ん
で
説
明
し
た
い
。

　
ま
ず
、
暑
中
期
・
極
暑
期
に
施
工
さ
れ
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
、
気
温
の
高
さ
や
日
射
の
影
響
で
、〈
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
収
縮
ひ
び
割
れ
〉
や〈
コ
ー
ル
ド
ジ
ョ

イ
ン
ト
〉
な
ど
が
、
発
生
し
や
す
く
な
る
な
ど
の
問

題
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い（
図
２
）。

　
そ
こ
で
暑
中
期
・
極
暑
期
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
温
度

に
気
を
配
り
、
改
定
版
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
あ
る
適
用
条

件
や
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
、
ま
た
後
ほ
ど
説
明
す
る
関

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
縮
ひ
び
割
れ
、

コ
ー
ル
ド
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
防
ぐ
。

係
者
と
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ（
事
前
協
議
）
な
ど
に

よ
っ
て
、
対
策
を
講
じ
る
よ
う
心
が
け
て
ほ
し
い
。

　
暑
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
温
度
管
理
に
つ
い
て
、
私

た
ち
が
直
接
関
わ
る
部
分
は
、
主
に
製
造
と
運
搬
の

部
分
だ
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹

介
す
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
改
定
版
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
ず
は
製
造
に
関
わ
る
部
分
。
暑
中
期
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
温
度
の
上
昇
に
対
し
て
生
コ
ン
工
場
が
実
施

で
き
る
暑
中
対
策
は
、
使
用
す
る
材
料
の
温
度
を
下

げ
る
こ
と
が
基
本
と
な
る
。　

セ
メ
ン
ト
、
細
・
粗
骨

材
、
練
混
ぜ
水
、
混
和
剤

料
な
ど
の
保
管
時
の
温
度

対
策
・
効
果
・
懸
案
事
項

は
、
次
の
表
の
通
り
だ
。

製
造
部
門
で
は
、

材
料
温
度
を
下
げ
る
の
が
基
本
。

①スランプが出にくくなる

②空気が連行されにくくなる

③運搬中のスランプの経時変化が大きくなる

④プラスチック収縮ひび割れが発生しやすい

⑤凝結が速くなり、
　コールドジョイントが発生しやすい

⑥マスコンクリートにおいて水和熱による
　温度の上昇が大きくなりやすい

⑦圧縮強度試験用供試体の強度が
　出にくくなる

⑧構造体コンクリート強度の伸びが
　悪くなり、S 値が大きくなる

⑨乾燥収縮に加えて、
　外気温の低下に伴う収縮が作用し、
　ひび割れが入りやすくなる

図 2. コンクリート温度上昇が引き起こす問題点

図 3. 対策の種類および色の違いによる抑制効果の比較
（一部抜粋）

【
セ
メ
ン
ト
の
温
度
対
策
・
効
果
・
懸
案
事
項
】

　
セ
メ
ン
ト
の
受
入
れ
・
保
管
時
の
温
度
対
策
は
、

一
般
に
行
わ
れ
る
内
容
で
、
設
備
・
管
理
面
共
に
一

定
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
練
上
が

り
時
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
温
度
を
１
℃
下
げ
る
に
は
、

セ
メ
ン
ト
温
度
で
約
８
℃
下
げ
る
必
要
が
あ
り
、
よ

り
温
度
を
下
げ
る
に
は
費
用
対
効
果
を
含
め
た
検
討

が
必
要
と
な
る（
表
１
）。

■用語／「暑中期」日平均気温の平
均値が 25.0℃を超える期間「極
暑期（ごくしょき）」暑中期のうち、
日平均気温の平均値が 27℃を超
える（27.5℃以上）期間

セメントの受入れ・保管時の温度対策 効果
① 高温のセメントは用いない。 大～中
② セメントサイロに日除けを設けたり、遮熱塗装を施す。 小～微
③ セメントサイロ内に一定期間貯蔵し、温度を低下させる。 小～微
④ 低熱ポルトランドセメントなど、セメント温度の低いものを使用する。 中～小

対策・採用のための懸案事項
① セメント温度の受け入れ基準はなく、高温のセメントを使用せざるを得ない。
② セメントサイロを生コン工場が所有していない場合は、対処は厳しい。
③ 生コン工場のセメントサイロの数に余裕がない場合が多い。

④ 低熱ポルトランドセメントなどを使用する場合は、費用対効果などを、工事関係者間で事前
に協議する必要がある。	

表 1. セメントの温度対策・効果・懸案事項

【
細
・
粗
骨
材
の
温
度
対
策
・
効
果
・
懸
案
事
項
】

　
細
・
粗
骨
材
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
に
占
め
る
容

積
割
合
が
大
き
い
。
そ
の
た
め
細
・
粗
骨
材
の
温
度

を
２
℃
下
げ
る
こ
と
で
、
練
上
が
り
時
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
温
度
を
約
１
℃
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
改

定
版
マ
ニ
ュ
ア
ル
付
録
２
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
実
質
的
な
効
果
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
と
の

結
果
も
あ
り
注
意
が
必
要
）（
表
２
）。

【
練
混
ぜ
水
の
温
度
対
策
・
効
果
・
懸
案
事
項
】

　
練
混
ぜ
水
の
温
度
を
４
℃
下
げ
る
と
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
温
度
は
約
１
℃
下
が
る
が
、
そ
の
保
管
・
管

理
時
の
対
策
は
、
設
備
・
管
理
面
共
に
あ
ま
り
効
果

的
で
は
な
い
。
ま
た
、
練
混
ぜ
水
に
冷
水
や
氷
な
ど

を
使
用
す
る
に
は
、
特
殊
な
冷
却
設
備
の
設
置
が
必

要
な
た
め
、
費
用
対
効
果
を
含
め
、
関
係
者
で
の
協

議
が
必
要
（
表
３
）。

　
暑
中
期
に
お
け
る
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
運
搬
中
の
対

策
と
し
て
は
、
生
コ
ン
車
ド
ラ
ム
へ
の
遮
熱
塗
装
や

断
熱
塗
装
、
断
熱
カ
バ
ー
の
採
用
だ
。
色
で
は
、
濃

色
よ
り
白
色
や
薄
緑
色
が
、
ま
た
遮
熱
よ
り
も
断
熱

の
ほ
う
が
有
利
な
こ
と
が
判
明
し
た（
図
３
）。

ド
ラ
ム
へ
の
断
熱
や
遮
熱
。

現
場
で
は
日
陰
駐
車
も
有
効
。

　
現
場
待
機
時
の
温
度
上
昇
抑
制
対
策
と
し
て
は
、

生
コ
ン
車
へ
の
散
水
や
送
風
、
ま
た
日
陰
駐
車
や
仮

設
庇
の
設
置
な
ど
も
有
効
な
手
段
と
考
え
ら
れ
る
。

細・粗骨材の受入れ・保管時の温度対策 効果

① 細・粗骨材は適度に湿潤したものを受け入れ、粗骨材については、適切に散水
して使用する。 小～微

② 細・粗骨材サイロに日除けを設ける。 小～微
③ ベルトコンベヤーに覆いをかけたり、覆いに遮熱塗料を施す。 小～微
④ 細・粗骨材サイロの換気をよくする。 微

対策・採用のための懸案事項

① 細骨材への散水は避ける。また、粗骨材への散水は、蒸発潜熱による効果が	
大きいが、適切な散水を行うとともに、表面水の管理には十分注意を払う必要がある。

②
③

コルゲートサイロの採用増加も含め、多くの生コン工場で対策を実施しているが、気象等の
環境による影響を受ける。	 	

④ 換気窓の開閉によるもので、気象等の環境による影響を受ける。	

練混ぜ水の保管時の温度対策 効果
① 地下水を使用する 中～小

② 貯水槽の立地または設置条件を考慮し、貯水された練混ぜ水が外気温の影響を
受け上昇しやすい場合は、ため置きしない。 小～微

③ 貯水槽に覆いをかける。 微
④ 練混ぜ水をチラー※１により、機械的に冷却して使用する。 大
⑤ アイスプラント※２を使用し、練混ぜ水の一部に氷を用いる。 大

対策・採用のための懸案事項

① 環境に配慮する観点から練混ぜ水は、回収水（上澄水）を標準としている生コン工場が多い
ため、暑中時期には、回収水およびコンクリートの温度を確認して使用する。	

②③④ 地下水の使用や貯水槽設備の対応ができない生コン工場がある。	

④
特殊な設備のため、ほとんどの生コン工場は設備を保有していない。設備設置時の仕様につ
いては想定する生コン量など、コンクリート温度は運搬時間の経過とともに環境温度等の影
響を受けて上昇するため、費用対策効果を工事関係者間で協議する必要がある。

⑤ 特殊な設備のため、ほとんどの生コン工場は設備を保有していない。また、氷を使用した場合、
JIS マークを表示できないため、工事関係者間で協議する必要がある。

表 2. 細・粗骨材の温度対策・効果・懸案事項

表 3. 練混ぜ水の温度対策・効果・懸案事項

注）※ 1　チラーとは水や熱媒体の液温を管理しながら循環させることで温度を一定に保つための装置の総称。
　　　　　設備費用は（改定版マニュアルの）表ー 5.16 参照。 
　　※ 2　アイスプラントの仕様は（改定版マニュアルの）表ー 5.18 参照。 

■凡例／大 : コンクリート温度を３℃程度低下、中 : コンクリート温度を２℃程度低下、小 : コンクリート
　　　　温度を０～１℃程度低下・微 : ほとんど変わらない

暑中期の
コンクリート製造・
運搬に要注意。

2.5
積込み時～荷卸し時　平均値

青色 白色 薄緑色 銀色

2.0

1.5

1.0

0.5

0

ド
ラ
ム
内
コ
ン
ク
リ
ー
ト
温
度
上
昇
量
（
℃
）

対策無 遮熱 断熱
2.5

積込み時～荷卸し時　最大値

青色 白色 薄緑色 銀色

2.0

1.5

1.0

0.5

0

ド
ラ
ム
内
コ
ン
ク
リ
ー
ト
温
度
上
昇
量
（
℃
）

対策無 遮熱 断熱
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改
定
版
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
膨
大
な
情
報
が
詰

ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
皆
さ
ん
が
お
仕
事
を
す

る
際
に
意
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
部
分
を
か
い
つ
ま

ん
で
説
明
し
た
い
。

　
ま
ず
、
暑
中
期
・
極
暑
期
に
施
工
さ
れ
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
、
気
温
の
高
さ
や
日
射
の
影
響
で
、〈
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
収
縮
ひ
び
割
れ
〉
や〈
コ
ー
ル
ド
ジ
ョ

イ
ン
ト
〉
な
ど
が
、
発
生
し
や
す
く
な
る
な
ど
の
問

題
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い（
図
２
）。

　
そ
こ
で
暑
中
期
・
極
暑
期
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
温
度

に
気
を
配
り
、
改
定
版
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
あ
る
適
用
条

件
や
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
、
ま
た
後
ほ
ど
説
明
す
る
関

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
縮
ひ
び
割
れ
、

コ
ー
ル
ド
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
防
ぐ
。

係
者
と
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ（
事
前
協
議
）
な
ど
に

よ
っ
て
、
対
策
を
講
じ
る
よ
う
心
が
け
て
ほ
し
い
。

　
暑
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
温
度
管
理
に
つ
い
て
、
私

た
ち
が
直
接
関
わ
る
部
分
は
、
主
に
製
造
と
運
搬
の

部
分
だ
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹

介
す
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
改
定
版
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
ず
は
製
造
に
関
わ
る
部
分
。
暑
中
期
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
温
度
の
上
昇
に
対
し
て
生
コ
ン
工
場
が
実
施

で
き
る
暑
中
対
策
は
、
使
用
す
る
材
料
の
温
度
を
下

げ
る
こ
と
が
基
本
と
な
る
。　

セ
メ
ン
ト
、
細
・
粗
骨

材
、
練
混
ぜ
水
、
混
和
剤

料
な
ど
の
保
管
時
の
温
度

対
策
・
効
果
・
懸
案
事
項

は
、
次
の
表
の
通
り
だ
。

製
造
部
門
で
は
、

材
料
温
度
を
下
げ
る
の
が
基
本
。

①スランプが出にくくなる

②空気が連行されにくくなる

③運搬中のスランプの経時変化が大きくなる

④プラスチック収縮ひび割れが発生しやすい

⑤凝結が速くなり、
　コールドジョイントが発生しやすい

⑥マスコンクリートにおいて水和熱による
　温度の上昇が大きくなりやすい

⑦圧縮強度試験用供試体の強度が
　出にくくなる

⑧構造体コンクリート強度の伸びが
　悪くなり、S 値が大きくなる

⑨乾燥収縮に加えて、
　外気温の低下に伴う収縮が作用し、
　ひび割れが入りやすくなる

図 2. コンクリート温度上昇が引き起こす問題点

図 3. 対策の種類および色の違いによる抑制効果の比較
（一部抜粋）

【
セ
メ
ン
ト
の
温
度
対
策
・
効
果
・
懸
案
事
項
】

　
セ
メ
ン
ト
の
受
入
れ
・
保
管
時
の
温
度
対
策
は
、

一
般
に
行
わ
れ
る
内
容
で
、
設
備
・
管
理
面
共
に
一

定
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
練
上
が

り
時
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
温
度
を
１
℃
下
げ
る
に
は
、

セ
メ
ン
ト
温
度
で
約
８
℃
下
げ
る
必
要
が
あ
り
、
よ

り
温
度
を
下
げ
る
に
は
費
用
対
効
果
を
含
め
た
検
討

が
必
要
と
な
る（
表
１
）。

■用語／「暑中期」日平均気温の平
均値が 25.0℃を超える期間「極
暑期（ごくしょき）」暑中期のうち、
日平均気温の平均値が 27℃を超
える（27.5℃以上）期間

セメントの受入れ・保管時の温度対策 効果
① 高温のセメントは用いない。 大～中
② セメントサイロに日除けを設けたり、遮熱塗装を施す。 小～微
③ セメントサイロ内に一定期間貯蔵し、温度を低下させる。 小～微
④ 低熱ポルトランドセメントなど、セメント温度の低いものを使用する。 中～小

対策・採用のための懸案事項
① セメント温度の受け入れ基準はなく、高温のセメントを使用せざるを得ない。
② セメントサイロを生コン工場が所有していない場合は、対処は厳しい。
③ 生コン工場のセメントサイロの数に余裕がない場合が多い。

④ 低熱ポルトランドセメントなどを使用する場合は、費用対効果などを、工事関係者間で事前
に協議する必要がある。	

表 1. セメントの温度対策・効果・懸案事項

【
細
・
粗
骨
材
の
温
度
対
策
・
効
果
・
懸
案
事
項
】

　
細
・
粗
骨
材
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
に
占
め
る
容

積
割
合
が
大
き
い
。
そ
の
た
め
細
・
粗
骨
材
の
温
度

を
２
℃
下
げ
る
こ
と
で
、
練
上
が
り
時
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
温
度
を
約
１
℃
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
改

定
版
マ
ニ
ュ
ア
ル
付
録
２
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
実
質
的
な
効
果
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
と
の

結
果
も
あ
り
注
意
が
必
要
）（
表
２
）。

【
練
混
ぜ
水
の
温
度
対
策
・
効
果
・
懸
案
事
項
】

　
練
混
ぜ
水
の
温
度
を
４
℃
下
げ
る
と
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
温
度
は
約
１
℃
下
が
る
が
、
そ
の
保
管
・
管

理
時
の
対
策
は
、
設
備
・
管
理
面
共
に
あ
ま
り
効
果

的
で
は
な
い
。
ま
た
、
練
混
ぜ
水
に
冷
水
や
氷
な
ど

を
使
用
す
る
に
は
、
特
殊
な
冷
却
設
備
の
設
置
が
必

要
な
た
め
、
費
用
対
効
果
を
含
め
、
関
係
者
で
の
協

議
が
必
要
（
表
３
）。

　
暑
中
期
に
お
け
る
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
運
搬
中
の
対

策
と
し
て
は
、
生
コ
ン
車
ド
ラ
ム
へ
の
遮
熱
塗
装
や

断
熱
塗
装
、
断
熱
カ
バ
ー
の
採
用
だ
。
色
で
は
、
濃

色
よ
り
白
色
や
薄
緑
色
が
、
ま
た
遮
熱
よ
り
も
断
熱

の
ほ
う
が
有
利
な
こ
と
が
判
明
し
た（
図
３
）。

ド
ラ
ム
へ
の
断
熱
や
遮
熱
。

現
場
で
は
日
陰
駐
車
も
有
効
。

　
現
場
待
機
時
の
温
度
上
昇
抑
制
対
策
と
し
て
は
、

生
コ
ン
車
へ
の
散
水
や
送
風
、
ま
た
日
陰
駐
車
や
仮

設
庇
の
設
置
な
ど
も
有
効
な
手
段
と
考
え
ら
れ
る
。

細・粗骨材の受入れ・保管時の温度対策 効果

① 細・粗骨材は適度に湿潤したものを受け入れ、粗骨材については、適切に散水
して使用する。 小～微

② 細・粗骨材サイロに日除けを設ける。 小～微
③ ベルトコンベヤーに覆いをかけたり、覆いに遮熱塗料を施す。 小～微
④ 細・粗骨材サイロの換気をよくする。 微

対策・採用のための懸案事項

① 細骨材への散水は避ける。また、粗骨材への散水は、蒸発潜熱による効果が	
大きいが、適切な散水を行うとともに、表面水の管理には十分注意を払う必要がある。

②
③

コルゲートサイロの採用増加も含め、多くの生コン工場で対策を実施しているが、気象等の
環境による影響を受ける。	 	

④ 換気窓の開閉によるもので、気象等の環境による影響を受ける。	

練混ぜ水の保管時の温度対策 効果
① 地下水を使用する 中～小

② 貯水槽の立地または設置条件を考慮し、貯水された練混ぜ水が外気温の影響を
受け上昇しやすい場合は、ため置きしない。 小～微

③ 貯水槽に覆いをかける。 微
④ 練混ぜ水をチラー※１により、機械的に冷却して使用する。 大
⑤ アイスプラント※２を使用し、練混ぜ水の一部に氷を用いる。 大

対策・採用のための懸案事項

① 環境に配慮する観点から練混ぜ水は、回収水（上澄水）を標準としている生コン工場が多い
ため、暑中時期には、回収水およびコンクリートの温度を確認して使用する。	

②③④ 地下水の使用や貯水槽設備の対応ができない生コン工場がある。	

④
特殊な設備のため、ほとんどの生コン工場は設備を保有していない。設備設置時の仕様につ
いては想定する生コン量など、コンクリート温度は運搬時間の経過とともに環境温度等の影
響を受けて上昇するため、費用対策効果を工事関係者間で協議する必要がある。

⑤ 特殊な設備のため、ほとんどの生コン工場は設備を保有していない。また、氷を使用した場合、
JIS マークを表示できないため、工事関係者間で協議する必要がある。

表 2. 細・粗骨材の温度対策・効果・懸案事項

表 3. 練混ぜ水の温度対策・効果・懸案事項

注）※ 1　チラーとは水や熱媒体の液温を管理しながら循環させることで温度を一定に保つための装置の総称。
　　　　　設備費用は（改定版マニュアルの）表ー 5.16 参照。 
　　※ 2　アイスプラントの仕様は（改定版マニュアルの）表ー 5.18 参照。 

■凡例／大 : コンクリート温度を３℃程度低下、中 : コンクリート温度を２℃程度低下、小 : コンクリート
　　　　温度を０～１℃程度低下・微 : ほとんど変わらない

暑中期の
コンクリート製造・
運搬に要注意。

2.5
積込み時～荷卸し時　平均値

青色 白色 薄緑色 銀色

2.0

1.5

1.0

0.5

0

ド
ラ
ム
内
コ
ン
ク
リ
ー
ト
温
度
上
昇
量
（
℃
）

対策無 遮熱 断熱
2.5

積込み時～荷卸し時　最大値

青色 白色 薄緑色 銀色

2.0

1.5

1.0

0.5

0

ド
ラ
ム
内
コ
ン
ク
リ
ー
ト
温
度
上
昇
量
（
℃
）

対策無 遮熱 断熱
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（a）設計段階で荷卸し時のコンクリート温度が35℃を超えることを許容されている場合
種　類 （1）設計段階のブリーフィング （2）施工段階のブリーフィング

概念図

内　容

①設計者は、極暑期対策を盛
り込んで設計し、対策計画
を特記仕様書に盛り込む。
②設計者は、建託主と、極暑
期対策に関して予算措置を
含めて協議する。

③施工者は原則として設計者の指示に従えばよいが、実施可能な
対策であるかどうかなどについて、生コン製造者や販売店に確
認し、工事監理者と協議する。
④施工者は、（改定版マニュアルの）3.3 に従い、極暑期実機実験
や室内試し練りの要否を設計者や生コン製造者と協議の上で決
定する。必要な場合には、計画書を作成し、関係者とともに実
施に向けた調整を行う。
⑤施工者は、特記仕様書に従い、対策内容を盛り込んだ施工計画
書を作成し、工事監理者の承認を受ける。

（b）設計段階で荷卸し時のコンクリート温度が35℃を超えることを許容されていない場合
種　類 （1）設計段階のブリーフィング （2）施工段階のブリーフィング

概念図

内　容 －

①施工者が、極暑期対策の必要性を検討する。あるいは、生コン
製造者が、施工者や工事監理者に対して注意喚起する。
②施工者は、生コン製造者や販売店と対策の実施可能性を検討する。
③施工者は、同3.3 に従い、極暑期実機試験や室内試し練りの要
否を設計者や生コン製造者と協議の上で決定する。必要な場合
には、計画書を作成し、関係者と共に実施に向けた調整を行う。
④極暑期対策のための調合（スランプ、荷卸し時のコンクリート
温度）を変更する場合は、工事監理者または設計者は、その可
否を建築確認検査機関に確認する。
⑤施工者は、実施可能な対策内容を施工計画書に反映し、工事監
理者の承認を受ける。

表 5. 各段階のブリーフィング 　
生
コ
ン
工
場
か
ら
荷
卸
し
地
点
ま
で
の
運

搬
時
間
の
限
度
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ａ
５
３
０
８
に

規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
通
年
で
90
分
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
注
意
し
た
い
の
は
、

こ
の
90
分
に
は
荷
卸
し
に
要
す
る
時
間
は
含

ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
し
て
、

日
平
均
気
温
が
25
℃
以
上
と
な
る
暑
中
期

の
場
合
に
は
、
練
混
ぜ
～
打
込
み
終
了
ま
で

の
時
間
が
90
分
以
内
に
な
る（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
５
）

と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
日
平
均
気
温
に
よ
っ

て
、
運
搬
中
も
含
め
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
温
度

を
上
げ
な
い
よ
う
な
対
策
や
、
遅
延
形
の
化

学
混
和
剤
の
使
用
に
よ
り
、
凝
結
を
遅
ら
せ

る
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
、
工
事
監
理
者
の

承
認
を
受
け
る
こ
と
で
、
運
搬
～
打
込
み
終

了
ま
で
の
時
間
の
限
度
を
、
延
長
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
さ
ら
に
、
日
平
均
気
温
が
27
℃
を
超
え
る

極
暑
期
と
な
る
場
合
は
、
打
込
み
直
後
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
温
度
が
35
℃
を
超
え
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
工
事
関
係
者
と
の
事
前
協
議

に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
の

か
を
、
決
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

認
識
し
て
お
い
て
ほ
し
い（
図
４
）。

　
暑
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
で
は
、
各
工
程
の
従
事

者
だ
け
で
な
く
、
工
事
関
係
者
が
認
識
を
共
有
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
重
要
と
な
る
の
が

〈
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ（
事
前
協
議
）〉、
つ
ま
り
話
し
合

い
だ（
図
５
・
表
５
）。

日
平
均
気
温
で
変
わ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
運
搬
時
間

い
ち
ば
ん
重
要
な

ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
︵
事
前
協
議
︶図 5. ブリーフィング（事前協議）

　
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
に
は
、
設
計
段
階
と
施
工
段
階

の
２
段
階
が
あ
る
。
設
計
段
階
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

は
、
設
計
者
が
、
荷
卸
し
時
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
温
度

が
35
℃
を
超
え
る
こ
と
を
確
認
し
、
極
暑
期
対
策
を

盛
り
込
ん
で
設
計
し
て
い
る
場
合
で
、
予
算
措
置
も

含
ま
れ
る
た
め
、
設
計
者
と
建
築
主
と
で
行
わ
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
設
計
段
階
で
、
荷
卸
し
時
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
温
度
が
35
℃
を
超
え
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
な
い
場
合
、
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
は
施
工
段
階
と

な
り
、
施
工
者
が
（
場
合
に
よ
り
設
計
者
も
交
え
て
）

暑
さ
対
策
の
検
討
、
ま
た
は
生
コ
ン
製
造
者
が
施
工

者
や
工
事
監
理
者
に
対
し
て
注
意
喚
起
を
行
い
、
必

要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
施
工
者
は
生
コ
ン
製
造
者

や
販
売
店
と
対
策
実
現
の
可
能
性
を
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン

グ
す
る
。

　
そ
し
て
施
工
者
は
、
実
現
可
能
な
対
策
を
施
工
計

画
書
に
反
映
し
、
工
事
監
理
者
か
ら
の
承
認
を
受
け

る
と
い
う
の
が
基
本
的
な
流
れ
だ
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
暑
中
期
や
極
暑
期
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
事
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
注
意
が
必
要
と
な

る
。
各
社
で
は
そ
れ
を
想
定
し
た
対
策
を
講
じ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
皆
さ
ん
も
、
暑
中

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
に
対
す
る
理
解
を
一
歩
進
め
、

安
定
供
給
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
な
お
本
特
集
は
、
改
定
版
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
掲
載
し

て
い
る
情
報
を
、
一
部
引
用
、
ま
た
参
考
に
し
て
ま

と
め
て
い
る
。
取
材
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
日
本

建
築
学
会
近
畿
支
部
の
皆
様
、
ま
た
、
た
い
へ
ん
お

忙
し
い
と
こ
ろ
内
容
の
確
認
を
い
た
だ
い
た
山
﨑
順

二
氏
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
し
た
い
。
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図 4. 生コンクリートの運搬・打込み終了までの時間の限度
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（a）設計段階で荷卸し時のコンクリート温度が35℃を超えることを許容されている場合
種　類 （1）設計段階のブリーフィング （2）施工段階のブリーフィング

概念図

内　容

①設計者は、極暑期対策を盛
り込んで設計し、対策計画
を特記仕様書に盛り込む。
②設計者は、建託主と、極暑
期対策に関して予算措置を
含めて協議する。

③施工者は原則として設計者の指示に従えばよいが、実施可能な
対策であるかどうかなどについて、生コン製造者や販売店に確
認し、工事監理者と協議する。
④施工者は、（改定版マニュアルの）3.3 に従い、極暑期実機実験
や室内試し練りの要否を設計者や生コン製造者と協議の上で決
定する。必要な場合には、計画書を作成し、関係者とともに実
施に向けた調整を行う。
⑤施工者は、特記仕様書に従い、対策内容を盛り込んだ施工計画
書を作成し、工事監理者の承認を受ける。

（b）設計段階で荷卸し時のコンクリート温度が35℃を超えることを許容されていない場合
種　類 （1）設計段階のブリーフィング （2）施工段階のブリーフィング

概念図

内　容 －

①施工者が、極暑期対策の必要性を検討する。あるいは、生コン
製造者が、施工者や工事監理者に対して注意喚起する。
②施工者は、生コン製造者や販売店と対策の実施可能性を検討する。
③施工者は、同3.3 に従い、極暑期実機試験や室内試し練りの要
否を設計者や生コン製造者と協議の上で決定する。必要な場合
には、計画書を作成し、関係者と共に実施に向けた調整を行う。
④極暑期対策のための調合（スランプ、荷卸し時のコンクリート
温度）を変更する場合は、工事監理者または設計者は、その可
否を建築確認検査機関に確認する。
⑤施工者は、実施可能な対策内容を施工計画書に反映し、工事監
理者の承認を受ける。

表 5. 各段階のブリーフィング 　
生
コ
ン
工
場
か
ら
荷
卸
し
地
点
ま
で
の
運

搬
時
間
の
限
度
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ａ
５
３
０
８
に

規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
通
年
で
90
分
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
注
意
し
た
い
の
は
、

こ
の
90
分
に
は
荷
卸
し
に
要
す
る
時
間
は
含

ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
し
て
、

日
平
均
気
温
が
25
℃
以
上
と
な
る
暑
中
期

の
場
合
に
は
、
練
混
ぜ
～
打
込
み
終
了
ま
で

の
時
間
が
90
分
以
内
に
な
る（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
５
）

と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
日
平
均
気
温
に
よ
っ

て
、
運
搬
中
も
含
め
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
温
度

を
上
げ
な
い
よ
う
な
対
策
や
、
遅
延
形
の
化

学
混
和
剤
の
使
用
に
よ
り
、
凝
結
を
遅
ら
せ

る
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
、
工
事
監
理
者
の

承
認
を
受
け
る
こ
と
で
、
運
搬
～
打
込
み
終

了
ま
で
の
時
間
の
限
度
を
、
延
長
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
さ
ら
に
、
日
平
均
気
温
が
27
℃
を
超
え
る

極
暑
期
と
な
る
場
合
は
、
打
込
み
直
後
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
温
度
が
35
℃
を
超
え
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
工
事
関
係
者
と
の
事
前
協
議

に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
の

か
を
、
決
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

認
識
し
て
お
い
て
ほ
し
い（
図
４
）。

　
暑
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
で
は
、
各
工
程
の
従
事

者
だ
け
で
な
く
、
工
事
関
係
者
が
認
識
を
共
有
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
重
要
と
な
る
の
が

〈
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ（
事
前
協
議
）〉、
つ
ま
り
話
し
合

い
だ（
図
５
・
表
５
）。

日
平
均
気
温
で
変
わ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
運
搬
時
間

い
ち
ば
ん
重
要
な

ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
︵
事
前
協
議
︶図 5. ブリーフィング（事前協議）

　
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
に
は
、
設
計
段
階
と
施
工
段
階

の
２
段
階
が
あ
る
。
設
計
段
階
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

は
、
設
計
者
が
、
荷
卸
し
時
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
温
度

が
35
℃
を
超
え
る
こ
と
を
確
認
し
、
極
暑
期
対
策
を

盛
り
込
ん
で
設
計
し
て
い
る
場
合
で
、
予
算
措
置
も

含
ま
れ
る
た
め
、
設
計
者
と
建
築
主
と
で
行
わ
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
設
計
段
階
で
、
荷
卸
し
時
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
温
度
が
35
℃
を
超
え
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
な
い
場
合
、
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
は
施
工
段
階
と

な
り
、
施
工
者
が
（
場
合
に
よ
り
設
計
者
も
交
え
て
）

暑
さ
対
策
の
検
討
、
ま
た
は
生
コ
ン
製
造
者
が
施
工

者
や
工
事
監
理
者
に
対
し
て
注
意
喚
起
を
行
い
、
必

要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
施
工
者
は
生
コ
ン
製
造
者

や
販
売
店
と
対
策
実
現
の
可
能
性
を
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン

グ
す
る
。

　
そ
し
て
施
工
者
は
、
実
現
可
能
な
対
策
を
施
工
計

画
書
に
反
映
し
、
工
事
監
理
者
か
ら
の
承
認
を
受
け

る
と
い
う
の
が
基
本
的
な
流
れ
だ
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
暑
中
期
や
極
暑
期
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
事
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
注
意
が
必
要
と
な

る
。
各
社
で
は
そ
れ
を
想
定
し
た
対
策
を
講
じ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
皆
さ
ん
も
、
暑
中

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
に
対
す
る
理
解
を
一
歩
進
め
、

安
定
供
給
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
な
お
本
特
集
は
、
改
定
版
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
掲
載
し

て
い
る
情
報
を
、
一
部
引
用
、
ま
た
参
考
に
し
て
ま

と
め
て
い
る
。
取
材
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
日
本

建
築
学
会
近
畿
支
部
の
皆
様
、
ま
た
、
た
い
へ
ん
お

忙
し
い
と
こ
ろ
内
容
の
確
認
を
い
た
だ
い
た
山
﨑
順

二
氏
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
し
た
い
。
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図 4. 生コンクリートの運搬・打込み終了までの時間の限度
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協 賛 団 体心を結び、近畿を前へ。近畿の生コンクリート関連業界が、労使関係の新しいスタンダードを構築、
近畿地域の未来を創っていきます。

一般社団法人西日本建設関連オーナー会

〒 541-0048　大阪市中央区瓦町 2 丁目 4 番 7 号 新瓦町ビル 4 階
TEL 06-6222-5102 / FAX 06-6222-5103

会長　菅生 行男

和歌山県生コンクリート工業組合

〒 641-0036　和歌山県和歌山市西浜 1660 番地 291
TEL 073-445-0377 / FAX 073-445-3524

理事長　丸山 克也

和歌山県広域生コンクリート協同組合

〒 642-0031　和歌山県海南市築地 6 番地 17
TEL 073-483-1313 / FAX 073-483-0013

理事長　丸山 克也

神戸みなと建設協議会

〒 654-0049　神戸市須磨区若宮町 1 丁目 1 番 6 号
TEL 078-731-1830 / FAX 078-732-2920

会長　山田 高広

大阪広域輸送協同組合

〒 541-0048　大阪市中央区瓦町 2 丁目 4 番 7 号 新瓦町ビル 3 階
TEL 06-4394-7220 / FAX 06-4394-7221

理事長　浦野 正国

関西圧送協同組合

〒 652-0866　神戸市兵庫区遠矢浜町 5-20 2F
TEL 078-686-0236 / FAX 078-686-0246

理事長　清田 正春

大阪兵庫生コンクリート工業組合

〒 530-0001　大阪市北区梅田 1-1-3　大阪駅前第 3 ビル 4F 5 号
TEL 06-6344-5231 / FAX 06-6344-7705

理事長　木村 貴洋

大阪広域生コンクリート協同組合

〒 541-0048　大阪市中央区瓦町 2 丁目 4 番 7 号　新瓦町ビル 5 階
TEL 06-6222-5661 / FAX 06-6222-5662

理事長　木村 貴洋

大阪府砂利石材協同組合

〒 530-0003　大阪市北区堂島 2 丁目 1 番 27 号　桜橋千代田ビル 5 階
TEL 06-6344-5572 / FAX 06-6344-5574

理事長　千石 高史
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（
一
社
）
西
日
本
建
設
関
連

オ
ー
ナ
ー
会
と
、

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｓ
（
コ
ー
ス
）
が

　
春
闘
で
確
認
。

　
２
０
１
９
年
３
月
27
日
午
後
６
時
よ
り
、
ヴ
ィ
ア
ー
レ

大
阪
で
第
４
回
集
合
交
渉
が
、
一
般
社
団
法
人 

西
日
本

建
設
関
連
オ
ー
ナ
ー
会
35
社
42
名
、
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｓ
（
コ
ー
ス

＝
近
畿
生
コ
ン
関
連
協
議
会
）
は
労
供
連
絡
協
議
会
（
10

団
体
）
の
代
表
を
含
む
46
名
の
出
席
で
開
催
さ
れ
た
。

　
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｓ
は
最
終
交
渉
に
あ
た
っ
て
、
基
本
合
意
の
内

容
（
次
ペ
ー
ジ
一
覧
表
）
に
対
す
る
意
見
を
は
じ
め
、
春

闘
終
結
後
の
継
続
協
議
に
関
す
る
重
要
課
題
を
提
案
し
、

オ
ー
ナ
ー
会
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、解
決
を
は
か
っ
た
。

正
規
労
働
者
の
賃
金
引
き
上
げ
・
一
時
金
に
つ
い
て
は
、

年
収
ベ
ー
ス
で
の
底
上
げ
を
中
心
に
解
決
し
、
今
後
の
賃

金
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
継
続
協
議
の
な
か
で
取
り

決
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

慢
性
的
人
手
不
足
の

解
消
に
む
け
た
、

働
き
方
改
革
へ
前
進
を

め
ざ
す
こ
と
で
合
意
。

　
日
々
雇
用
労
働
者
の
日
額
賃
金
の
底
上
げ
に
つ
い
て

新
た
な
労
使
関
係
で
、

新
時
代
へ
。

は
、
労
使
関
係
の
な
い
未
組
織
未
加
盟
社
に
も
周
知
を
は

か
っ
て
い
く
こ
と
。
繁
忙
手
当
に
つ
い
て
は
50
年
に
及
ぶ

歴
史
的
契
約
内
容
で
あ
る
こ
と
を
、
深
く
再
認
識
し
て
妥

結
に
至
っ
た
。
誘
導
員
の
配
置
に
つ
い
て
、
物
件
対
応
と

す
る
と
の
回
答
に
対
し
て
、
と
り
わ
け
夏
場
対
策
・
猛
暑

対
応
と
し
て
、
健
康
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
適
正
な

誘
導
員
の
配
置
を
強
く
要
請
し
、
見
直
し
を
要
求
。
日
々

雇
用
労
働
者
の
供
給
に
つ
い
て
は
、
労
供
連
加
盟
団
体
を

優
先
的
に
使
用
す
る
こ
と
、
ま
た
フ
リ
ー
対
策
を
強
化
す

る
よ
う
求
め
た
。

新
し
い
制
度
確
立
へ
、

迅
速
に
対
応
。

各
種
小
委
員
会
を
開
催
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
①
慢

性
的
人
手
不
足
の
解
消
②
働
き
方
改
革
③
非
正
規
労
働
者

挨拶を行うＫＵＲＳ議長の岡本幹郎
氏（写真上）と、コメントを述べる
同事務局長の岡元貞道氏（写真下）。

（一社）西日本建設関連オーナー会会長の菅生行男氏
（写真左）と、コメントを述べる顧問の木村貴洋氏（写
真右）。

KURS
レポート
第8回

‘19春闘回答（抜粋）
○正規労働者の賃上げについて

　①昨年年収が550万円以上の者は現状通りとする。

　②昨年年収が550万円未満の者は一律5,000円を引き上げる。

　③昨年年収が500万円未満の者は一律7,000円を引き上げる。

○正規労働者の一時金（年間）について

　・各社現行通りとする。

　・但し、昨年の年収が550万円未満かつ、

　　年間一時金が130万円未満の者については、130万円を上限に

　　50,000円引き上げる。

○日々雇用労働者の日額賃金及び最低賃金について

　①日額賃金の総額が15,000円未満の社は15,000円に到達させる。

　②日額賃金の総額が18,000円未満の社は1,000円引き上げる。

　　※上記回答は昨年同様の回答でありオーナー会は周知をはかる。

○日々雇用労働者の繁忙手当について

　・夏季冬季の手当てについては、各社現行通りとする。

○人員補充について

　・オーナー会は、非正規労働者が主流となっている輸送態勢について

　　異常であるとの認識に立ち、法令遵守の立場から

　　慢性的人手不足の解消、安定供給態勢の確立にむけ、

　　協議会と真摯に協議し打開策を講じる。

一般社団法人 西日本建設関連オーナー会
KURS（コース＝近畿生コン関連協議会）

「’19春闘」集合交渉
◎会場／ヴィアーレ大阪　◎開催日／2019年3月27日

「
　
春
闘
」合
意
。

’19

の
処
遇
改
善
④
不
当
不
法
な
蛮
行
を
許
さ
な
い
労
使
関
係

の
確
立
な
ど
、
４
つ
の
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
て
進
め
る
よ

う
求
め
、
今
後
締
結
に
む
け
発
展
的
に
協
議
を
進
め
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
バ
ラ
セ
メ
ン
ト
輸
送
労
働
者
の

処
遇
改
善
は
、
バ
ラ
セ
メ
ン
ト
輸
送
の
秩
序
確
立
を
は
か

る
こ
と
を
め
ざ
し
た
労
使
懇
談
会
を
開
催
し
、
バ
ラ
セ
メ

ン
ト
輸
送
業
者
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
認
識
の
一
致
を
は

か
り
、
今
後
の
労
使
関
係
確
立
に
む
け
て
オ
ー
ナ
ー
会
の

協
力
を
要
求
。
そ
の
他
の
要
求
事
項
に
つ
い
て
は
、
中
期

的
な
課
題
と
区
分
け
し
、
継
続
協
議
の
中
で
、
急
が
れ
る

課
題
に
集
中
し
て
結
論
を
出
し
て
い
く
よ
う
要
請
を
行
っ

た
。

’19
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（
一
社
）
西
日
本
建
設
関
連

オ
ー
ナ
ー
会
と
、

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｓ
（
コ
ー
ス
）
が

　
春
闘
で
確
認
。

　
２
０
１
９
年
３
月
27
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午
後
６
時
よ
り
、
ヴ
ィ
ア
ー
レ

大
阪
で
第
４
回
集
合
交
渉
が
、
一
般
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団
法
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建
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関
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ー
ナ
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Ｕ
Ｒ
Ｓ
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近
畿
生
コ
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関
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協
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労
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協
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団
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含
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催
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。

　
Ｋ
Ｕ
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ペ
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ジ
一
覧
表
）
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対
す
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は
じ
め
、
春

闘
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継
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協
議
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関
す
る
重
要
課
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案
し
、

オ
ー
ナ
ー
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意
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交
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。
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労
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上
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時
金
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年
収
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で
の
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上
げ
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心
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、
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あ
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に
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い
て
、
継
続
協
議
の
な
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で
取
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決
め
て
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こ
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。

慢
性
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手
不
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消
に
む
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た
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働
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方
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革
へ
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。

　
日
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労
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上
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労
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。

は
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加
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周
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は
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い
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歴
史
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と
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猛
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置
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、
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。
日
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労
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供
給
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供
連
加
盟
団
体
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と
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た
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リ
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対
策
を
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化
す

る
よ
う
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め
た
。
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、
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速
に
対
応
。

各
種
小
委
員
会
を
開
催
。
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の
締
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に
つ
い
て
は
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①
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性
的
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手
不
足
の
解
消
②
働
き
方
改
革
③
非
正
規
労
働
者

挨拶を行うＫＵＲＳ議長の岡本幹郎
氏（写真上）と、コメントを述べる
同事務局長の岡元貞道氏（写真下）。

（一社）西日本建設関連オーナー会会長の菅生行男氏
（写真左）と、コメントを述べる顧問の木村貴洋氏（写
真右）。

KURS
レポート
第8回

‘19春闘回答（抜粋）
○正規労働者の賃上げについて

　①昨年年収が550万円以上の者は現状通りとする。

　②昨年年収が550万円未満の者は一律5,000円を引き上げる。

　③昨年年収が500万円未満の者は一律7,000円を引き上げる。

○正規労働者の一時金（年間）について

　・各社現行通りとする。

　・但し、昨年の年収が550万円未満かつ、

　　年間一時金が130万円未満の者については、130万円を上限に

　　50,000円引き上げる。

○日々雇用労働者の日額賃金及び最低賃金について

　①日額賃金の総額が15,000円未満の社は15,000円に到達させる。

　②日額賃金の総額が18,000円未満の社は1,000円引き上げる。

　　※上記回答は昨年同様の回答でありオーナー会は周知をはかる。

○日々雇用労働者の繁忙手当について

　・夏季冬季の手当てについては、各社現行通りとする。

○人員補充について

　・オーナー会は、非正規労働者が主流となっている輸送態勢について

　　異常であるとの認識に立ち、法令遵守の立場から

　　慢性的人手不足の解消、安定供給態勢の確立にむけ、

　　協議会と真摯に協議し打開策を講じる。

一般社団法人 西日本建設関連オーナー会
KURS（コース＝近畿生コン関連協議会）

「’19春闘」集合交渉
◎会場／ヴィアーレ大阪　◎開催日／2019年3月27日

「
　
春
闘
」合
意
。

’19

の
処
遇
改
善
④
不
当
不
法
な
蛮
行
を
許
さ
な
い
労
使
関
係

の
確
立
な
ど
、
４
つ
の
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
て
進
め
る
よ

う
求
め
、
今
後
締
結
に
む
け
発
展
的
に
協
議
を
進
め
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
バ
ラ
セ
メ
ン
ト
輸
送
労
働
者
の

処
遇
改
善
は
、
バ
ラ
セ
メ
ン
ト
輸
送
の
秩
序
確
立
を
は
か

る
こ
と
を
め
ざ
し
た
労
使
懇
談
会
を
開
催
し
、
バ
ラ
セ
メ

ン
ト
輸
送
業
者
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
認
識
の
一
致
を
は

か
り
、
今
後
の
労
使
関
係
確
立
に
む
け
て
オ
ー
ナ
ー
会
の

協
力
を
要
求
。
そ
の
他
の
要
求
事
項
に
つ
い
て
は
、
中
期

的
な
課
題
と
区
分
け
し
、
継
続
協
議
の
中
で
、
急
が
れ
る

課
題
に
集
中
し
て
結
論
を
出
し
て
い
く
よ
う
要
請
を
行
っ

た
。
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組合に加入しよう!!

加入お待ちしております、お気軽に声をかけてください。

連絡先 TEL : 06-6886-3322

業務内容

コンクリートミキサー車
乗務

4t～10ｔ

労供連絡協議会

組合員
募集!!

労供連絡協議会は、西日本建設関連オーナー会と

連携、協力関係にある優良団体です。

コンプライアンスの確立された、安心、安全な

職場環境で、あなたの力を発揮しませんか？

ただいま近畿一円の生コン業界の発展を担う人材

を広く募集しております。

労供連絡協議会加盟の各団体に是非ご加入下さい。
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編 集 後 記

「冬は必ず春となる」

4 月 1 日、新元号が「令和」に決定しました。これは万葉集の梅の花の歌 32 首の序文

にある文言から引用され、“人々が美しく心を寄せ合う中で文化が生まれ育つ”という

意味が込められています。これまでの元号の典拠が、中国の古典であったのとは違い、

万葉集は天皇から名もなき庶民まで幅広い階層の人々の詠んだ歌が収められているとい

う点でも、はじめて民主主義の時代に生まれ育った次期天皇とともに歩んでいく、新し

い時代に相応しい元号ではないでしょうか。また梅の花は、長い冬が終わり春を告げる

花ですが、戦争の昭和、災害の平成という辛い時代を乗り越え、明るい花開く時代を迎

えるとの希望が「令和」には込められているのでしょう。

元号の発表に先立ち、3 月 27 日に、一般社団法人 西日本建設関連オーナー会と

KURS（コース）の平成最後の春闘が合意に至りました。

平成における今までの春闘は、労使の力と力の対立で、回答を得るということが繰り

返されてきました。

しかし、「議論したり反駁（はんばく＝他人の主張や批判に対して論じ返すこと）した

りしているうちには、相手に勝つようなこともあるだろう。しかし、それは空しい勝利

だ──相手の好意は絶対に勝ち得られないのだから。」（ベンジャミン・フランクリン）

とあるように、単に相手を打ち負かすことが業界にとって本当の勝利ではない。我々

KURS（コース）は、昨年の春闘同様、自分たちの主義主張を前面に出すのではなく、双

方の信頼関係を構築すべくオーナー会との対話を行ってきました。労使が互いを尊重し

合い、恒常的な業界の発展へ向けたパートナーシップを築いていくことが、次の時代を

迎える私たちの使命ではないでしょうか。

労使対立の時代から美しく心を寄せ合う労使協調の時代へ――。「冬は必ず春となる」

という思いを「令和」に込めて。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2019年4月

ＫＵＲＳ「結」編集委員会



第12 回 未来の街を描こう !! 絵画コンクール 受賞作品

「世界に見せたい未来の街」テーマ

詳しくは
コチラのページを

ご覧ください
主催：大阪広域生コンクリート協同組合　産経新聞社
後援：大阪府　大阪府教育委員会　大阪市　大阪市教育委員会

誌上 Gallery［第 4 回］

「結」2019 年 Vol.10　2019 年 4 月 10 日発行 

『みんな楽しくくらせる未来』
笹井 涼太さん（5 年生）

『動物とくらす未来の街』
香西 杏奈さん（3 年生）

『温泉に浸かりながら』
井上 茉優さん（3 年生）『ワープする光の窓』

森川 瞳さん（6 年生）

『でん車の中に町をのせてせかいりょこう』
和田 結花さん（2 年生）

『ふしぎな土の世かい』
芳野 優莉さん（2 年生）

審査員特別賞


